
 

 
 

 
 

    

 

 
 
 

 災害からライフラインを守る事前伐採事業 

１ 事業の目的 
台風などの倒木被害により電線等のライフラインを寸断する恐れのある危険

木の事前伐採に、電力会社等のライフライン事業者と連携して取り組む市町を
支援し、台風等に伴う大規模停電の未然防止などのライフラインの保全を図り
ます。 

２ 事業の必要性 
   令和元年の台風 15 号では、千葉県を中⼼に大規模かつ⻑期的な停電が発⽣

し、住⺠⽣活や地域の経済活動が滞ったうえ、市町の防災システムが機能しな
い等の甚大な被害が発⽣しました。また、三重県内においても、平成 30 年の
台風 21 号では約 28 万⼾で停電被害が発⽣し、特に⼭間部では、停電の原因の
約 80％は倒木によるものでした。 

   このような被害を未然に防ぎ、県⺠の安全・安⼼な暮らしを守るため、災害
に強い森林づくりの一環として、市町や電気事業者等のライフライン事業者と
連携して、「災害からライフラインを守る事前伐採事業」に取り組む必要があ
ります。 

３ 事業の内容 
停電等のライフラインへの被害を未然に防ぎ、県⺠の安全・安⼼な暮らし

を守るため、ライフライン事業者と連携して、台風時などの倒木によりライ
フラインを寸断してしまう恐れのある樹木の事前伐採に取り組む市町に対し
て、県が事業費の一部を負担するなどの支援を行います。 

事業の実施にあたっては、市町・県・ライフライン事業者の三者で、相互
の連携による事業の円滑な実施を目的とした協定を締結することとしていま
す。また、この協定に基づき、三者が構成員となった協議会を設置し、市町
が作成する事業計画についての協議や他事業との調整などを行い、事業を進
めていきます。 


